
普
及
国
民
運
動
」（
対
象
七
百
万
人
）

の
一
環
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
が
約

百
四
十
万
人
を
対
象
に
し
て
実
施
す

る
Ｉ
Ｔ
化
に
対
応
し
た
能
力
習
得
機

会
の
提
供
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
初
め
て
の
人
、

文
書
や
グ
ラ
フ
作
成
な
ど
簡
単
な
操

作
は
で
き
る
が
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
目
指
す
人
な
ど
、
訓
練
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
、
公
共
職
業
能
力
開
発

施
設
を
は
じ
め
、
民
間
の
教
育
訓
練

機
関
等
で
Ｉ
Ｔ
化
に
対
応
で
き
る
職

業
能
力
を
習
得
し
て
も
ら
お
う
と
す

る
も
の
で
す
。

講
座
内
容
も
、
初
心
者
を
対
象
と

し
た
文
書
作
成
・
表
計
算
等
の
基
礎

知
識
の
習
得
コ
ー
ス
か
ら
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
等
に
対
応
す
る
コ
ー
ス
ま

で
、
各
人
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
多
様

な
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
施
の
取
扱
い
は
、
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
（
問
い
合
わ
せ
先
〇
五
七

〇
―
〇
〇
一
一
九
〇
＝
通
話
料
が
か

か
り
ま
す
）
及
び
各
都
道
府
県
職
業

能
力
開
発
主
管
課
。

受
講
で
き
る
の
は
、
公
共
職
業
安

定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
申

込
み
を
し
た
離
職
者
や
現
在
事
業
所

で
働
く
在
職
者
（
一
部
コ
ー
ス
を
除

く
。）
の
方
で
、
離
職
者
の
方
に
つ

い
て
は
受
講
料
は
無
料
。

ま
た
、
各
地
の
雇
用
・
能
力
開
発

機
構
の
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
等

で
は
、
労
働
者
が
利
用
で
き
る
自
習

用
の
パ
ソ
コ
ン
を
整
備
し
、
夜
間
や

土
・
日
も
利
用
し
て
、
職
務
上
必
要

な
Ｉ
Ｔ
職
業
能
力
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
支
援
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

森総理大臣

二
十
一
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
学
校
教
育
の
現
場
で
は
、

今
、
二
〇
〇
五
年
度
を
目
標
に
、
全

国
の
学
校
の
す
べ
て
の
教
室
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ

ス
で
き
、
す
べ
て
の
学
級
の
あ

ら
ゆ
る
授
業
で
教
師
、
児
童
・

生
徒
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
学
校
で
、
Ｉ
Ｔ

は
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
―

―
。
三
階
建
て
の
鉄
筋
校
舎
屋

上
に
二
本
の
大
き
な
ア
ン
テ
ナ

の
立
つ
、
東
京
都
三
鷹
市
立
中

原
小
学
校
（
石
井
盛
博
校
長
）

を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

◇

育
の
Ｉ
Ｔ
化
に
先
進
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
東
京
都

三
鷹
市
で
は
、
今
年
か
ら
市
立

の
小
、
中
学
校
計
九
校
に
、
持
ち
運

び
が
簡
単
で
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
通
信
機
能

を
備
え
た
携
帯
型
情
報
機
器
「
Ｐ
Ｄ

つ
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ー
コ
ー
ド
で
管
理

し
て
お
り
、
現
在
、
市
の
中
央
図
書

館
、
市
内
の
全
小
、
中
学
校
図

書
室
と
も
ネ
ッ
ト
で
つ
な
ぐ
計

画
が
進
行
中
で
す
。

◇

月
の
半
ば
を
過
ぎ
た
あ
る

日
。
今
年
か
ら
同
校
に
二

十
台
が
配
備
さ
れ
た
Ｐ
Ｄ
Ａ
を

用
い
た
理
科
の
授
業
が
四
年
生

の
教
室
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
木
、
草
花
や

虫
の
よ
う
す
を
調
べ
る
」。
近

づ
い
た
春
を
前
に
、
動
き
始
め

た
植
物
や
動
物
の
変
化
の
様
子

を
観
察
す
る
の
が
目
的
で
す
。

ノ
ー
ト
の
代
わ
り
に
メ
モ
の
で

き
る
Ｐ
Ｄ
Ａ
を
携
え
、
児
童
た

ち
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
校

庭
や
近
く
の
校
外
に
出
か
け
、

Ｐ
Ｄ
Ａ
に
装
着
し
た
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
で
記
録
を
撮
り
ま
す
。

し
ば
ら
く
し
て
、
先
生
が
「
教

室
に
戻
り
ま
す
」
と
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｐ
Ｄ
Ａ
の

ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
へ
配
信
す
る

と
、
そ
れ
を
合
図
に
、
み
ん
な

が
教
室
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

撮
っ
て
き
た
ば
か
り
の
写
真
が

教
室
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
と
接
続
し

た
テ
レ
ビ
受
像
器
の
画
面
に
つ
ぎ
つ

ぎ
映
し
出
さ
れ
、
調
べ
た
こ
と
を
伝

Ａ
」（PersonalDigitalAssistants

）

を
配
備
し
ま
し
た
。
中
原
小
学
校
も

そ
の
一
校
で
す
。

同
校
に
は
じ
め
て
パ
ソ
コ
ン

二
十
二
台
が
導
入
さ
れ
た
の

は
、
平
成
元
年
で
し
た
。
平
成

十
二
年
の
二
学
期
か
ら
旧
型
の

パ
ソ
コ
ン
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
対
応
す
る
機
器
（
パ
ソ
コ
ン

ル
ー
ム
二
十
一
台
、
図
書
室
四

台
）
に
一
新
、
さ
ら
に
今
年
一

月
に
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
十
七

台
も
加
わ
り
、
授
業
で
の
「
児

童
一
人
一
台
」
を
ほ
ぼ
達
成
し

て
い
ま
す
。

同
校
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
ル
ー

ム
と
図
書
室
、
職
員
室
を
校
内

Ｌ
Ａ
Ｎ
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
で

結
ん
で
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
や
り

と
り
が
自
由
に
で
き
る
ほ
か
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
は
屋
上
に
立

つ
ア
ン
テ
ナ
を
通
じ
、
校
舎
の
内
外

ど
こ
か
ら
で
も
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と

え
合
う
学
習
が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

◇

Ｄ
Ａ
を
使
っ
て
の
授
業
は
、
全

国
で
も
ま
だ
た
い
へ
ん
珍
し
い

実
験
で
、
同
小
学
校
で
も
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
Ｅ
メ
ー
ル
を
利
用

し
、
撮
っ
た
写
真
や
質
問
事
項
な
ど

を
校
内
に
い
る
先
生
の
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
に
送
り
、
先
生
は
そ

れ
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
校

外
の
児
童
に
送
る
双
方
向
通
信

や
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
回
線
を
通
じ
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

「
調
べ
た
い
、
あ
る
い
は
知

り
た
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で

は
手
の
届
か
な
か
っ
た
情
報

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
で
す
ぐ
手
に
入

り
、
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
り
、
ま
た
、
あ
る
こ
と
に

関
連
づ
け
て
よ
り
高
度
な
情
報

に
た
ど
り
つ
け
た
り
と
、
確
か

に
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
学
習

に
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
先
生
が
黒
板

の
前
に
立
っ
て
教
え
、
児
童
が

そ
れ
に
一
斉
に
取
り
組
む
と
い

う
受
け
身
の
学
習
か
ら
、
今
後

は
、
友
達
同
士
が
互
い
に
興
味

を
持
っ
て
調
べ
合
い
、発
信
し
、

交
換
し
合
い
、
教
師
は
そ
の
方

向
づ
け
を
す
る
、
と
い
う
学
習

へ
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。し

か
し
、
人
と
人
の
接
し
方
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
、
情
報

を
的
確
に
判
断
す
る
力
、
他
人
に
迷

惑
を
か
け
な
い
と
い
っ
た
モ
ラ
ル
な

ど
、
教
育
の
基
本
は
こ
れ
か
ら
も
変

わ
る
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
、
国
際
化
の
時
代
に
あ
っ
て
、

し
っ
か
り
と
し
た
自
己
を
持
っ
て
発

信
の
で
き
る
人
間
を
育
て
る
教
育
を

今
後
と
も
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
石
井
校
長
は
話
し

て
い
ま
す
。

が
可
能
で
す
。
ま
た
、
図
書
室
は
、

約
八
千
二
百
五
十
冊
の
蔵
書
の
中
か

ら
、
児
童
が
読
み
た
い
本
を
自
分
で

検
索
。
貸
し
出
し
は
児
童
全
員
が
持

校内LANや無線LAN

ノート代わりのPDAでユニークな学習

変
わ
る
授
業
ス
タ
イ
ル
　
子
ど
も
同
士
が
情
報
を
発
信
・
交
換

「何を見つけたのかな？」。 グループ全員が緊張してＰＤＡ画面をのぞき込
む。ＰＤＡには、デジタルカメラも装着されていて、操作ボタンを押して学
習対象を記録する（東京都三鷹市立中原小学校で）

に　っ　ぽ　ん（3） 平成13年（2001年）3月9日（金）

内閣総理大臣の森喜朗です。
皆様にこの場をお借りしま

して、ＩＴ革命推進に対する
私の考えをお話ししたいと思
います。
私は、これからの時代、国

民ひとりひとりが充実した国
民生活を実現するためにも、また、
我が国経済の競争力を強化するため
にも、ＩＴ、すなわち情報通信技術
を積極的に活用することが必須であ
ると考えております。
このため、１月22日、我が国の国

家戦略として、「ｅ－Ｊａｐａｎ戦
略」を決定いたしました。
この「ｅ－Ｊａｐａｎ戦略」は、

政府及び民間の総力を結集し、迅速
で重点的な取組を行うことにより、

５年以内に我が国
Ｔ国家にしようとい

す。
私は、今後
づいて、皆様
国のＩＴ革
挑戦し、より
あふれる日本
きたいと思

皆様の「ｅ－Ｊ
対するご理解とご協
上げます。
（メッセージは、首相官
いて、音声でもお聴きい

e-Japan戦略についての
内閣総理大臣メッセージ

教
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